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D51 タンク

旅客

テンダー

貨物

煙突からドームが一体化した姿で登場した
D51形の初期型。貨物用とするにはもったい
ないほど流麗な姿で、愛好家には「ナメクジ」
のニックネームで呼ばれている。

　日本の蒸気機関車では最多となる 1,115 両も製
造され、国鉄蒸機最晩年まで全国各地で活用され
た機関車だ。「デゴイチ」の愛称は、そのままSL
の代名詞にもなっている。
　国鉄の蒸気機関車は大正時代に本格的な国産化
を達成したが、その後も改良を重ねて近代化標準
機の構築をめざした。かくして誕生した近代化標
準機の第 1号がＤ 51形である。それまでの機関
車は国鉄とメーカーの共同開発となっていたが、
D51形ではすべて国鉄による設計となっている。
　D51形はD50 形の全面改良という位置付けで、

運用線区拡大に向けて軸重は 15.0 ｔ→ 14.0 ｔ、動
輪軸距も 4,710㎜→ 4,650㎜とされたが、開発中に
各地の軌道強化が進んだため、軸重はそのまま、
動輪軸距のみ短縮した。動輪径は 1,400㎜と同じ
だが、最高速度は 75km/h→ 85km/hと向上して
いる。動輪は従来のスポーク式ではなく日本初
のボックス式（箱型）。輪芯部には丸い穴が並び、
軽量ながら変形しにくいのが特長だ。
　初期に製造されたD51 形は煙突から給水温め
器・砂箱・蒸気ドームを一体のカバーで覆った通
称「ナメクジ」型で、貨物機にはもったいないフォ
ルムとなっていたが、整備がしにくいということで、
給水温め器を煙突の前に備えた形で量産された。
　現在、JR東日本と JR西日本で 1両ずつ動態保
存、静態保存機も 100両以上数える。

動輪径

1400mm

ボイラー圧力

15㎏ /㎠

写真：伊藤威信

全国の幹線・亜幹線。函館・東海道・信越・
中央・北陸・関西・山陰・筑豊本線、八高線、
伯備線など

主な走行路線

D50形比で高速での出力向上＆
軸重軽減を図った急行貨物用機関車

製造開始● 1936 年
製造数● 1115 両
引退● 1975 年
最高速度● 85km/h
全長● 19,730㎜
最大軸重● 15.0 ｔ
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敦賀型集煙装置と重油併燃装置の重油タン
クを搭載したD51177 号。これらは窒息事故
につながる機関士や乗客の煙害対策として
敦賀機関区で開発された

後藤式切り取りデフ、鷹取式集煙装置、重
油併燃装置の重油タンクも搭載したD51499
号。デフは動輪をあしらった装飾も付きだ

長工式集煙装置と重油併燃装置の重油タンク
も搭載したD51373 号。歩み板わきの白線は
SLブームの時代に流行るが、1963 年当時は
珍しい。長野機関区で入れたようだ

後藤式集煙装置と重油併燃装置の重油タンク
を搭載したD51782 号。さらにデフレクタ先
端下部を三角形に欠き取っている

1957年 北陸本線 中之郷

1968年　山陰本線　福知山機関区

1972年 山陰本線

1963年 信越本線 軽井沢

写真：井上恒一

写真：伊藤威信

標準型（D5186～90、101～954）
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晩年は南延岡に転属、日豊本線で使用され
たD51222 号。引退後、縁あって那覇市に
静態保存。唯一沖縄に渡ったD51形
である

1968年 石北本線 遠軽機関区

1968年 函館本線 倶知安

D51 形のデフレクタは標準装備だったが、
吹田のD51133 号は入換専用で使用、運転
室からの視界を確保するため
撤去された

形式入りナンバープレートが残り、オリジナルの
姿を留めていたD51204 号。煙突前の給水温め器が
標準型以降の特徴だ。またテンダー台車は鋳鋼製

1964年 東海道本線 吹田第一機関区

1962年 函館本線 倶知安機関区
デフレクタ前端部を切り詰め、この時代の北海道標準型
となったD51157 号。ヘッドライトのわきに小さな標識
灯も増設された

1966 年頃から入換時の誘導員安全対策としてデフレクタ前端
部を切り詰めた切詰デフへの改造が道内で行われた。左ペー
ジと比較すると短いのがわかる

標準型のサイドビュー。一体型のドームでは
なくなり、給水温め器の位置と向きが変わり、
蒸気溜めと砂箱だけのドームに変更された。
道内用のためキャブは密閉型に変更

1969年 日豊本線 鹿児島機関区

1966年 函館本線 五稜郭機関区

標準型（D5186～90、101～954）

写真：竹島紀元

写真：宮地元
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狩勝トンネルの新内側にはトンネル出口を垂れ幕で覆う装置があった。列車通行の
際、幕を閉めると排煙が列車にまとわりつくのが軽減された

五稜郭操車場から有川ふ頭に向かうD51形牽引の貨物列車。本州と結ぶ青函連絡船
は、貨物列車の場合、函館駅と有川（現・函館貨物駅）の 2か所を活用していた

北海道の鉄道の原点ともいえる幌内線の貨物列車。この日は無蓋車を連ねた編成だっ
た。先頭に立つのは「ナメクジ」と呼ばれる一体型ドームのある初期型のD5159 号

1966 年８月６日
根室本線 新内～狩勝信号場

1973 年６月
函館本線 五稜郭～有川

1975 年７月５日
幌内線 三笠～萱野

10 11

本書で扱う各機関車のそれぞれの関連性を図で表した。関連性の図示を優先したため、左のタイムスケー
ルが均等でないことに注意してほしい。
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SL基礎用語

デフレクタ（除煙板）
煙突から発生した煙が、なるべく運転室や客室を直撃
しないように風の流れを調整するためのもの。機関車
の速度や形状によって、どのような除煙板が有効なの
かが変わってくる。いろいろな試行錯誤が行われたほ
か、また所属する機関区によってさまざまな形状の物
が作られている。

砂箱
動輪とレールの摩擦を増やすため、レール上に撒く砂
を格納している場所。雨でレールが濡れているときや、
凍結している場合、勾配の急な場所など、動輪とレー
ルの間に強い摩擦が必要な際に使われる。設置位置は
おおむねボイラーの外上で、常に砂が乾燥する場所に
作られている。

蒸気ドーム
ボイラーで作られた蒸気が集められる場所。ここから
蒸気がシリンダーに送られ、動力となる。

煙突
使用済みの燃焼ガスや蒸気を車両外へ排出するための
装置。排気を効率的に行えないと燃焼効率が低下する
ため、煙室から煙突間には様々な工夫が凝らされてい
る。D51形に採用されたギースル・エジェクタは、そ
うした排気コントロールの一つ。

集煙装置
トンネル内では、煙突から直上に煙を噴き上げると気
流が大きく乱れて周囲が煙で充満してしまう。こうし
た空間が限定された場所は、煙を直上に出さず後方に
流しつつ、なるべく車両に煙がまとわりつかないよう、
気流をコントロールする必要がある。こうした用途の
ために煙突に取り付けられた装置。

シリンダー
蒸気による圧力を活用して、往復運動を作り出す装置。
機関車の駆動力が作られる場所。高温の蒸気が温度低
下する際に膨張することを利用して、重いピストンを
動かす。

主連棒（メインロッド）
ピストンの往復運動を動輪へ伝えるための棒。片
側はクロスヘッドを介してピストンとつながり、
もう片側は主動輪とつながっている。

連結棒
主動輪の回転力を他の動輪へ伝える棒。これによって
動輪すべてが同じ回転力を得られる。

動輪
機関車を駆動させるための大きな車輪。径が大きいほ
ど高速走行が可能となるが、そのぶん、シリンダーの
トルクも求められるため大きなボイラーが必要となり
車両重量が増す。動輪の数が増すほど牽引力の強い走
行が可能となるが、重量増とトルク増のため高速走行
に向かなくなる。

主動輪
複数ある動輪のうち、主連棒と連結されているもので、
回転力を発生させる動輪。

給水温め器（給水加熱器）
水タンクからボイラーへと水を送る際、水の温度が低
いとボイラー内の温度を下げてしまい熱効率が悪くな
る。このため、ボイラーに投入する前にある程度水を
温めておき、熱効率を改善させるための装置。主に、
煙管を通って煙室に送られる前の、温度が低くなった
燃焼ガスを活用して温められる。搭載個所は煙突の前
後や煙室の前など機種で異なっている。

従輪
動輪の後方に置かれ、車両を支えるための車輪。
主に重量のある機関車を支えるためや、軸重を軽
減させるためにつけられる。この車輪が配置され
ている台車を従台車という。

テンダ（炭水車）
燃料となる石炭や水を積んだ車両。これを使って機関
車を運用する方式をテンダ式という。テンダ式の機関
車では、基本的に機関車とテンダは１対になり、使い
まわしはほぼない。大量の石炭と水を搭載できるため、
長距離での運用が可能となる。一方で、バック走行に
向かない、小回りが利かないなどの難点もある。

ボイラー
燃料を燃焼させることで発生させた熱を煙管と呼ばれ
る細い管を介して水を温め、蒸気へと変換する装置。
通常の飽和蒸気を発生させて使う「飽和式」と、飽和
蒸気をさらに熱して過熱蒸気を使う「過熱式」がある。
後者のほうが圧力が高いため出力を増せるが、そのぶ
ん高圧に耐えられる仕様が必要とされる。

火室
燃料を燃やして高温のガスを発生させる場所。基本的
には石炭を燃焼させていたが、重油を加えて火力を増
すなどの方策がとられた車両もあった。

●タンク式
燃料となる石炭や水を機関車自体に積載したもの。機関車単体で
完結するため小回りが利く一方、燃料や水の搭載が限られるため、

長距離の運用には向いていない。
ピストン
シリンダー内の蒸気によって往復運動を行う棒。

クロスヘッド
ピストンの往復運動を制御して主連棒に伝え、回
転力へ変える装置。

先輪
動輪の前に置かれ、車両をガイドするための車輪。
カーブや分岐をスムーズに行い、車両を安定して
運用できるよう置かれている。また、この車輪が
配置されている台車を先台車という。高速走行が
求められる機関車に必要とされている。

煙室
ボイラーの前面にある、ピストンから排出された蒸気
や、ボイラー内を通って熱を奪われたガスが集約され、
煙突へと送られる場所。メンテナンスの際に、開けら
れるようになっている。
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国鉄正式形式
全蒸気機関車ビジュアルガイド

全蒸気機関車
国鉄制式形式

ビジュアルガイド
国鉄時代に、旅客・貨物に現役運用されていた27形式のSLをビジュアルで紹介。
27形式といっても、1形式内でもバリエーションは様々。除煙板や煙突の形、給水
温め機の位置や形状、ボディの形なども時代や場所で改造されており様々。それ
らを写真でばっちり紹介。また、各地で旅客列車を牽いていたり貨物列車を牽い
ている姿も。どの路線で運用されていたかなどの概要がつかめます。
巻頭には基本的な用語集、各SLのつながりがわかる系統図も収録。
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